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セッション５ 

「自然エネルギー送電網の拡大 -アジア・スーパー・グリッド」 
＜第一部＞ 

 

 

チェア： 

柏木 孝夫    (東京工業大学教授・先進エネルギーシステム国際研究センター長) 

 

講演者： 

孫 正義    (自然エネルギー財団会長・設立者) 

増田 寛也    (日本創成会議座長) 

寺島 実郎    (日本総合研究所理事長、自然エネルギー財団評議員) 

プンツァグ・ツァガーン  (モンゴル大統領上席補佐官) 

 

 

 

議論概要： 

 

○ 柏木 孝夫 

4つのキーワードから議論を進めていきたい。 

① 今なぜ国際連系が必要なのか 

② 国際連系によって日本の電力システムがどの

ように変化していくのか 

③ 自然エネルギーを電力システムに組み入れる

スマートグリッド化との関係 

④ 被災地においてどのようなエネルギーシステ

ムを構築していくべきか 

 

○ 増田 寛也 

日本創成会議は、アジア各国とオーストラリア

を海底ケーブルで繋ぐ電力網を構想している。需

給の逼迫、産業の成長やイノベーション、国内の

電力改革の促進、安全保障を念頭に置いている。

急ぐべきは ASEAN、韓国であり、長期的には中

国・ロシアも視野に入れている。 

 

○ 孫 正義 

福島の事故で、原発に頼れないと判り、少しで

も早く自然エネルギーを促進したいと考え始めた。

まずは国内でできるだけたくさん自然エネルギー

を作るよう、 ソフトバンクが先導する太陽光発電

を先週 1 週間で 5カ所ぐらい発表しているが、中

長期的にもっと安くもっとたくさん作らなければ

ならない。また、地球温暖化は地球全体の問題で、

一つの国にとどまらない共通のテーマなのだから、

一番風が吹いているところで風力発電、太陽が

燦々と照り土地が余っているところで太陽光発電

をやり、高圧直流の海底ケーブルで持ってくれば

いいと考えた。 

 

電力需要のピークは 1 年間の数日間の数時間で

あり、そのために発電容量を用意しているが、足

りないときは急に足りなくなる、それがどの国に

とっても共通の悩みであり、電力もインターネッ

トのように国際的に繋がればお互い助け合うこと

はできるのではないか。ゴビ砂漠に置く太陽光発

電で日本が年間使う電力全ての 4 倍が賄え、風力

発電だけで 8 倍が賄える。今は吹いている風がそ

のまま捨てられているが、使わないのはもったい

ない。国際的な通信線を何度か引いており、海底

ケーブルも垂らしながら船を進めるのは同じこと

だ。日本は島国で他国と電力網が繋がっていない

等と言い訳を言う必要は無い。 

 

○ 寺島 実郎 

どうやってこの国際構想を実現していくか。 

欧州には国境を越えた電線がクモの糸のように

延びているが、このために欧州はどれだけ苦労し

てきたか。相互信頼無しには組み立てられない。

通貨の統合までチャレンジして、お互いに信頼関

係を確立してきたからこそ、エネルギー政策にも

選択の幅を広げてこられ、自然エネルギーに思い

きって踏み込んでいける。 

 

一方、日本に外交力はあるか。ASEANでは2015

年に共同体を目指している中、日本だけが中国や

韓国との相互信頼をなかなか構築できないまま苦

しんでいる。我々は、あまりにも友達を作る努力

を怠ってきた。エネルギー戦略に関して共同研究

するようなタスクフォースを設立し、それを自然

エネルギー財団がバックアップして、こうすれば

できるということを示すことが重要だ。 

 

○ プンツァグ・ツァガーン 

孫さんがゴビ砂漠に言及されたのは理由がある。

モンゴルの自然エネルギーのポテンシャルはすご
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い。おそらくアジア全体の需要を満たすだけの潜

在性がある。また、専門家はあまり触れないが、

モンゴルは民主化され市場経済になって、既に 20

年経っており、その間に日本は社会システム構築

や財政支援等、いろいろな意味で支援してくれ、

他の国より更に大きな額を投じてくれた。全体主

義的な計画経済から平和裏に移行することができ

たが、これに日本の支援は不可欠だったから、感

謝している。 

 

だから私たちは日本に対して何かをしたい。現

在のモンゴルでは政治家にも市民にも民主主義が

普及しており、直接民主主義である点でスイスと

似ている。GDPは 17%延び、この傾向は今後も続

くと見られており、信頼できる国になってきたと

自負している。また、平和的な国であり、戦争は

しない。 

 

モンゴルは、自然エネルギーのポテンシャルだ

けでなく、さまざまなことから評価されている。

なお、遊牧民が約 50万人いるが、彼らはソーラー

パネルでテレビやコミュニケーション機器の電力

を賄っており、自然エネルギーが日常生活に浸透

している。そういった意味でも日本のパートナー

に相応しいと考えている。 

 

○ 増田  

ヨーロッパの場合、第二次大戦で争った同士が、

戦後 10年経たない 1951年からエネルギーで共同

歩調を目指し始め、そこから 60年、通貨を統一す

るところまできている。その間は国家間での話し

合いの積み重ねであるが、問題提起が大事だ。 

 

現在、日本は電力危機に陥っており、国内需要

だけではなく違う解決の仕方があるのではないか、

自然エネルギーをもっと普及しなければならない

のではないか、などの問題提起がなされている。

解決方法の一つは「貯める」であり、そのイノベ

ーションも期待したいが、もう一つが「繋ぐ」で

あり、これは国同士の綿密な外交の積み重ねにな

る。 

 

最終的には、国の財源にも限りがあるので、民

間ベースで経済的に成り立つか、ネットワークを

構築できるかが鍵になる。きちんと成り立つ有望

なプロジェクトだということが判ったら、今度は

相手国の民間企業と話をし、それを外交ベースへ

とレベルを上げていく。これは外交力が問われる

ところだが、中東のホルムズ海峡封鎖の問題等も

浮上する中、アジア全体のエネルギー保障をどう

構築するのかという問題の議論を、各国間の公的

セクターは避けられない。 

 

○ 寺島  

自然エネルギーは地域性に応じた小型分散型と

いう限界があり、スマートグリッド等で効率的に

体系化する必要がある一方、今ここで新しい、国

境を越えた発想で、ロットの大きな電力にまとめ

ていく、より余っているところから大量に持って

くるという新たな視点が提起されている。 

 

○ 孫 

モンゴルとはだいぶ突っ込んだ話を始めている。

もう一つは韓国電力会社トップとも話しており、

かなりの賛同を得ていて、後で発表する。そして

間の経路にあたる中国とも正式な話し合いを始め

ている。韓国も昨年夏にピークで大停電を起こし

ており、保険の意味でも 一緒にやらないかと呼び

かけたら、話に乗ってきて頂いている。 

 

従って、モンゴル・中国・韓国・日本という 4

カ国を繋いでみるという話を、税金に頼らず民間

ベースで進める構想でやっている。非常に大きな

話なので、どこで頓挫するか判らないが、最初に

夢を持っておく。だからこそモンゴルの方も来て

おられるし、韓国の釜山市長にも来て頂いている。

また、日本の陸揚げ候補地である北九州市の副市

長もおられる。 

 

夢を持つだけじゃなくて、持ったら狂おしい程

想い続け、燃えて焦がれてしまうくらい想い続け

ることによって、その情熱がいろいろな人に伝搬

していくのではないかと考え、言うだけではなく

進めている。 

 

○ 増田  

10年前に自由化論が盛り上がったが、中途半端

に終わってしまい、一般家庭への小売りはできて

いない。送電の託送料の透明性が欠けていて、ど

の程度まで下げられるかはっきりしない。発送電

分離のことも同様。大企業への販売が相対取引な

ので、そこもよくわかっていない。一般家庭はも

のすごく高い値段で買わされている。総じて、電

力の料金構造がはっきりしていない。 

 

とにかく日本でわかっていることは、地域毎に

分割されているものを連携していくべきだという

ことだ。ピークは真夏の数時間、そのとき北海道

は涼しいかもしれないので、連携線を作れば解決

するかもしれない。その延長線上 200km先に韓国

がある。つなぐ費用は 300億円程度だから、お手

の物だろう。欧州は敷設済、計画済の海底ケーブ
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ルだけでも 600km-700km ある。このように海外

と繋ぐことは今すぐにでもできる。問題は、海外

から国内に電気を繋いでも、国内改革が阻んで一

般家庭に届かないことだ。  

 

○ 孫  

インターネットは、先進国で一番高く遅かった

が、独占状態に競争を導入したら、全世界で一番

安く早くなった。競争が全ての解決策だ。 

 

○ ツァガーン 

欧州のプロジェクトと比較するのは必ずしも適

切ではないが、世界は大きく変わってきており、

意思決定も迅速になってきている。モンゴルで発

電した電力を供給するのは問題無いし、技術や資

金調達も可能だと思うが、日本側で発送電分離等

様々な問題解決をしなければならない。 

 

レーガン元米大統領が昔言ったが、障壁は政府

であり、消費者や民間に訴えかければ、政府は関

心を持って急速に動くだろう。当初は軍事用に使

われた通信が一般で使えるようになった。グリッ

ド構想も同様に可能であると思う。国際的な財団

にして頂きたい。 

 

○ 寺島 

我々が今直面している原子力の問題をどう乗り

切って、自然エネルギーの時代を現実性のあるも

のにしていくかが問題だ。原子力の比重を段階的

に下げるとしても、今の 9 電力から国で統合して

管理する方向へ進めていくべきで、それが実体的

な送配電分離になる。その結果、9 電力は、化石

燃料で代替する、海外と繋ぐ等、知恵を絞って選

択をしなければいけなくなる。その第一歩はやは

り、これだけ世界に迷惑をかけた原子力の問題に

関し、責任ある形で答えを出すことだ。 

 

○ 孫 

OECD加盟国の中で、全く発送電を分離してな

いのは日本とメキシコだけだ。どちらが最後の国

になってしまうのか。皆分離しているのになぜ日

本はそれができないのか。他の国でも議論を超え

て結果そうなっている。日本だけしなくていいと

言ってきた根源は電力会社だ。  

 

 

○ 増田  

今回の震災の意味として、これまで問うことの

無かった底の部分を考える。原子力のシステムは

二酸化炭素削減から始まって既成事実が積み上っ

てきたが、その根っこを問いただすべきだ。  

 

○ 寺島  

アメリカのグリーンニューディールが頓挫した

ことを教訓とすべきだ。債務保証や補助金助成金

が打ち切られたのは財政難による。 

 

自然エネルギーは政府の補助金助成金、固定価

格買取制度に依存している。今シェールガス革命

が起き、ガスは BTUあたり 16ドルが 2.5ドルと

なって、パラダイムが変わりつつある。自然エネ

ルギーの重要性を認識して市場メカニズムに載せ

ていくため、きちっとした成功体験にしていくこ

とを進めなければならない。 

 

○孫 

自然エネルギーはいつも、素晴らしいが高いと

言われる。なぜ私がモンゴルやアジアに目をつけ

るかと言えば、いい風、いい太陽光、安い土地が

あるのに使われてないからだ。これを使うとコス

トが著しく下がる。国民の税金に基づく補助金や 

FIT に頼らなくても十分他のエネルギーに対抗で

きるコストでやれるときが間近に迫っている。 

 

国内での FITもどうでもよくはない。元々日本

は太陽光発電が世界一だった。他の産業でもう一

度再生するテーマがいくつあるか、次の産業では

落ちこぼれないように、できる範囲で最大限やり、

テクノロジーもしっかり開発して、世界に打って

出られるポジションにつこう。 

先週南相馬の市長が私に語ってくれたが、この

土地を農地に復元するのに何年、いくらかかるか、

復元してもどれくらいまともな価格で売れるのか

がわからない。福島ブランドを食べてもらうのは

大変だし、工業製品ですらみんな心配している。

ブランドを変える訳にはいかないから、使っても

らえるのは電気だ、ぜひ太陽光パネルをお願いし

たいと言われ、握手した。  

 

○ ツァガーン 

モンゴルには資源がある、日本にはテクノロジ

ーがある。今はこれを生かすときである。 

 

○ 増田 

震災で全世界 150カ国から支援を受けた。これ

を忘れず、何か被災地が復興を遂げる過程でお返

しをしなければならない。課題を解決する先進地

の役割を果たしていかなければならない。釜石に

は新日鉄の遊休地があるので、そこで風力など自

然エネルギーを導入すると同時に、市民への電力

の小売りを特区でやってみて、うまくいけば全国

に応用できるような成功事例となりたいと思う。
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規制を緩めるだけでいろいろなことができる。壮

大な、国際的にも意味のある実験だ。 

 

○ 柏木 

今日は明確なメッセージをいただけた。エネル

ギーセキュリティを定義し、必要な量を適切な価

格で供給する中、どうやって自然エネルギー取り

込めるか。国内の電力改革無しには進まない。規

制改革がもたらす経済成長モデルがあるとの示唆

をいただいた。 
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＜第二部＞ 

 

 

チェア： 

柏木 孝夫        (東京工業大学教授・先進エネルギーシステム国際研究センター長) 

 

講演者： 

ティーモ・グロップ      （デザーテック財団 事務局長 ） 

ビャンバサイカーン・バヤンジャガル（モンゴル NEWCOM 最高経営責任者） 

孫 正義                 （自然エネルギー財団会長・設立者） 

山地 憲治          （地球環境産業技術研究機構＜RITE＞研究所長、自然エネルギー財団理事） 

 

ビデオ・メッセージ： 

ゲルハルド・クニース（デザーテック財団 理事長） 

 

 

 

議論概要：  

 

○ ティーモ・グロップ 

デザーテック財団は、クニース博士が 86年のチ

ェルノブイリ事故直後に発想し、彼のような理想

家が居たゆえに夢を持った人々が集まってできた。 

 

○ クニース  ビデオ・メッセージ 

世界の人口は今後 100億人に増加し、現状の生

活環境を維持するためには地球が三つ必要になる。

砂漠には膨大なクリーンエネルギーがある。6 時

間砂漠に降り注ぐ太陽エネルギーで、人類が 1 年

間に必要とするエネルギーを全て賄える。砂漠で

得られたエネルギーを人々の住む需要地に運ぶ際、

高圧直流送電線（HVDC）で運べば 3%のロスし

かない。 

私たちは北アフリカと欧州の全てのクリーンエ

ネルギーを接続するスーパーグリッド構想を構築

した。欧州と北アフリカにおいて今後約 40年間で、

原子力と火力発電からクリーンエネルギーへ完全

にシフトできることが分かった。デザーテック財

団は JREFのアジア地域での取り組みをサポート

できることを大変うれしく思う。 

 

○ グロップ 

全体的な背景について、世界の右肩上がりの人

口増加により、地球温暖化等の問題が発生してい

る。化石燃料の燃焼は、銀行預金口座に入れた預

金を全て使い果たしているのと同じ。 

 

いろいろな動きを加速しなければならない。エ

ネルギーは中心的な課題だが、安全な飲料水、人々

の移動の自由の保障などの問題もある。 

 

デザーテックの概念は、エジプト、ヨルダン、

アルジェリア、モロッコ、ドイツ等とも関わり、

チェルノブイリ事故以降、広域をつなぐ電力網を

作らなければならないと考えて生まれた。このよ

うな動きが日本においても根付いたことがうれし

い。 

 

21世紀の課題も解決策はあり、これらを実行に

移さなければならない。エネルギーをどうしてい

くか、我々の生活も激変させなければならない。 

 

どういう技術が使えるか。緒に就いた技術もあ

るかもしれないが、自然エネルギー時代への転換

のための技術は既にある。 

 

自然エネルギー資源は豊富にある。デザーテッ 

クのロゴは日射量。サハラ砂漠の地図の赤い四角

部分だけでも世界中のエネルギーを供給できる程

太陽からエネルギーを得ている。世界の砂漠に 40

週間太陽が降り注げば、化石燃料、原子力関係資

源に匹敵する。 

 

どういう地域に再生可能エネルギーの発電所を

設置し送電網で接続するか。太陽光だけではなく、

風力、水力もあり、分散型あるいは中央集権型の

電源もある。夜間にどうするかは太陽光の一つの

問題だが、蓄熱設備で日夜とも利用でき、火力発

電所の設置・運転の必要性はない。100%太陽光だ

けではなく、地域毎の状況に基づいて蓄熱・蓄電

装置も設置する。 

 

デザーテックはエネルギーだけの発想ではなく、

機構的な安全保障、安全な飲料水の提供も含む。

市民社会の後押し、政治家の参加等も目指す。現

地の状況に基づきプロジェクトとして微調整して

いく。安定した政治状況も必要。電力を安定化さ

せるために蓄熱装置や系統接続、いろんな地域に

延びる送電網も必要。 

 

このイニシアチブは、3 年程前ミュンヘン再保
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険会社と契約した。さらに大学や 50社以上の企業

とのネットワークもでき、国際的なアプローチも

とっている。事業の実施だけではなく事業評価も

行っている。例えば TuNurというチュニジアから

イタリアへ電力を輸出するプロジェクトについて

も評価した。 

 

各地域でどんな協力が可能か、どこに砂漠があ

り電力消費地なのか。韓国の環境大臣とも話す機

会があった。ゴビテックという会社が韓国に設立

されている。中国科学アカデミーと中国科学省の

後押しもある。 

 

○ ビャンバサイカーン・バヤンジャルガル 

モンゴルの遊牧民は太陽光パネルを持ちテレビ

を見るような状況にある。さらに携帯電話で情報

が得られる。技術が人々の生活にどのような影響

を持つのか。16年前私どもの会社がモンゴルに携

帯を導入し、ビジネスや人々をつなぐ役割を果た

した。 

 

モンゴル経済は急成長を遂げている。昨年は

17%、例えばレストランにおける収益は 800%の

延び、建材産業は 400%などと成長している。大

半は私どもの持っている地中資源が中心となって

いる。 

 

比較優位を考えるとモンゴルには土地が広大に

ある。160 万㎢に 300 万人しか住んでいない。再

生可能エネルギーに投資し経済をさらにのばした

い。ゴビ砂漠では太陽光、風力等様々な可能性が

あり、発電能力の賦存量は 2.6TW。太陽が 300日

出る。 

 

モンゴルの経済成長を考えてみると鉱物資源や

石炭等に言及がある。石炭はオーストラリアより

も多く中国に輸出している。モンゴル相撲は大き

な文化になっている。ニューコムも参加している

モンゴルの経済フォーラムでは、政府・ビジネス

界のリーダー、科学者等が集まり開発について語

っている。モンゴルはクリーンエネルギーのチャ

ンピオンになり得ると語った。Energy Heaven（エ

ネルギーの天国）といって地中にも地上にもいろ

いろな資源がある。今後 10年でモンゴルをアジア

のエネルギーリーダーに変えていく。20GW のウ

インドファームを持ちたいと考えている。アジア

スーパーグリッドは技術的に運用可能であれば多

くの風力や太陽光をその中に供給できる。 

 

Salkhit は、50MW のモンゴル最初の大規模風

力発電で、８年前に始まった。私も風力発電を作

る立場にあるが、最初に始めるのはチャレンジが

必要だ。タービンの選択は競争入札の形をとり、

GE のタービンが選択された。欧州、日本のサプ

ライヤーが参加し、契約調印も終わり今年 11月が

ターゲットデート。コストは 1億 2000万ドル程。

再生可能エネルギーの法律がモンゴルにはあり、

FIT 導入で 9.5 セントに設定されている。法的な

環境の中で投資がされている。政策をうまく使っ

て投資を促進するにはリーダーが必要。モンゴル

では二桁の経済成長が見られ、今後もっと風力発

電が必要になる。50MWの風力はモンゴルの経済

に何ができるか。20 万 t の CO2 排出削減、200

万 t程の水使用削減もできる。 

 

○ 孫 正義 

キーワードは「アジアスーパーグリッド」。自然

エネルギーをやらなければいけないというのは国

民の合意として既に法律でも成立した。これをで

きるだけ安く豊富に用意しなければならない。自

然エネルギーは高い、足りないと言われるがこの

二つを同時に解決するための構想がアジアスーパ

ーグリッドだ。先行事例を調べたら欧州にデザー

テックがあり、先日構想者に訪問いただき硬い握

手をした。デザーテックの研究成果を教えていた

だき、今後は我々からも逆に情報提供し、互いに

協調しながら進めていく。協調のための覚書を今

日締結する。 

 

先日ブータンの国王夫妻が来日されたが、ブー

タンでは 2 セント/kW—日本円 1.6 円で発電がで

きている。日本は 20セントなので 10倍。一般消

費者は 16円ではなく 24円で買わされていて、さ

らに 10%値上げしたいと言っている会社があるが、

我々は拒否権を持っていない。 

 

例えば 2 セントでできるブータンでは水力発電

の電力が余っていて隣国のインドに提供している。

スーパーグリッドがアジア中につながればどこか

らでも持ってこられる。技術や、例えば日本の地

熱発電電力の輸出などができる。お互いをつなげ

合うことが重要である。 

 

アジアスーパーグリッドの特徴は、1.電力供給

の安定化、2.適正価格の実現、3.ピークシフト。安

全なのは間違いなく、安価で安定的に供給すると

いう課題、つまり自然エネルギーの弱点を、スー

パーグリッドでつなぐことで解決する。風力と太

陽光の両方を広く多くの所とつないだら、どんど

ん安定化してくる。常にどこかで電気は余ってい

るので、お互いを結び合えば、地球を 1 秒で 7 回

半回るスピードで、どこからでも電気を補うこと
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ができるようになる。 

 

kWh あたりの電気料金が東京は 20 セントで、

アジアでぶっちぎりに高い。高いことが日本の今

の最大の弱点だが、スーパーグリッドがつながれ

ば大変な受益者になる。企業が国外逃亡しなくて

も電力がアジア中からやってくる。しかも値段が

下がる。日本が提供できるのは大量の電力需要で

あり、最大の購買者になれる。購買者がいると物

事はつながる。日本のポジションを使い、アジア

の国々に対しては輸出のチャンスを提供できる。

これこそウィンウィンで、この公式が成り立てば

人々の賛同が得られる。市民・国民が理解すれば

動く。10 年か 20 年の解決なら目の前にある火力

を使えばいいが、100 年、200 年のための解決を

考えなければならない。原発の再稼働も私は反対

だ。仮に再稼働でも 40年過ぎたものは使わないと

いう合意になりつつあり、どっちにしろ、あと 20

年もすれば日本に原発はない。短期的には火力に

依存せざるを得ない。節電の努力を皆でやるなど

10 年 20 年は努力や痛みがあると思うが、長い年

月で考えたらこれしかない。 

 

物事を迷った時は遠くをみよう。答えはシンプ

ルに見えてくる。見えればあとはそこに全力で向

かう。途中の寄り道は、所詮短期的な解決策でし

かない。しかもこれは中長期で見たら火力より安

くなり経済的に成り立つ。当然原子力よりも安い。

100年、300年、1000年持つような再生可能なエ

コシステムを作らなければならない。 

 

ピークシフトについて、小さなスケールで物事

を考えると答えがみみっちくなる。大きなスケー

ルで考えるとむしろ答えがシンプルになる。距離

が長くなれば時差があり自然にピークシフトでき

る。もしも、デザーテックががんばって、アフリ

カ・ヨーロッパからインドまでをつなぎ、我々が

がんばってインドまでのアジアをつなげば、日本

から地球の裏側までつながり、昼夜逆転した場所

との間で、ナチュラル・タイムシフトができる。 

 

巨大な蓄電装置は高すぎて話にならない。グリ

ッドをつないだ方がはるかに安い。北の方と赤道

近くをつなぐと、季節の変動まである。家庭や会

社等の小さな蓄電装置―ローカルバッファーは大

いにやるべきだが、地球規模で考える場合は、グ

リッドでつなぐ方が安価だ。 

 

アジアスーパーグリッド実現への 3 つの疑問は、

1.安全保障上の問題、2.海底国際ケーブルの現実性、

3.電力融通の余力だ。 

 

まず安全保障の問題に関しては、日本は 90数%

輸入に頼って発電しているので、そもそも日本は

電力の自給自足はできていない。経路がタンカー

なのか、パイプラインなのか、送電網なのかの違

いである。多様化をすることが一番安全で、送電

網も中国経由ルートだけに頼らず、複数の経路を

持つべきだろう。 

 

2.について、欧州では海底ケーブルはどんどん

つながっている。通信ケーブルがつながっている

のに電力がつながらないことはない。欧州で海底

ケーブルに一番実績がある企業は ABB 社。見積も

りをとったが、40年で割り算すると実に安い。北

九州と釜山間はたった 200kmしかなく、数百億円

でつなげる。現にソフトバンク一社だけで通信に

２年間で一兆円投資している。これは、夢・幻で

はないことがわかった。 

 

3.について、アジア諸国では経済が急激に進展

している。ゴビ砂漠だけで、風力は日本の年間消

費電力 8 倍、太陽光は 4 倍と、自然エネルギーは

有り余るほどあり、供給基地になる。2TWは原発

2000基分。太陽が今日くれたエネルギーの恵みは

捨てている。今日吹いた風のエネルギーは明日に

蓄えられない。もったいない。後はそれを活用す

るだけだ。 

 

アジアスーパーグリッドは、夢物語のようなク

レージーな大風呂敷だった。だが、着実に実現に

向かっているのだ。今日もモンゴルや釜山、北九

州、米国、欧州からも世界中の人々が集まり、関

心をもってくれている。 

 

政府の人には小さなちまちましたことばかりで

はなく、大きなスケールで日本経済を立て直す議

論をしていただきたい。ビジョンを描いたらどう

それを実現するか。問題点を洗い出し、技術的な

検討を進める必要がある。 

 

今日、自然エネルギー財団とデザーテックが覚

書を調印する。自然エネルギー財団とモンゴル国

立自然エネルギーセンターも覚書を調印する。研

究機関については着実に前進しつつある。 

事業者については、ソフトバンクと、韓国の

KEPCO、モンゴルのニューコムが、戦略的パート

ナーシップを結ぶ覚書に合意した。詳細はまだ決

まっていないが、日本とモンゴルと韓国が事業提

携を一緒にやろうという合意である。まずはモン

ゴル発の風力発電への事業提携だが、風だけでは

なく、その他の自然エネの事業開発もやっていく。 
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ライト兄弟もインターネットも、ただの夢から

始まった。電力、エネルギーも大きな悩み事だが、

解決のための構想から実現に向かう。私は発明家

でも政治家でもなく事業家なので、役割は事を成

すこと。事業を興して実際に行動に移し、何とし

てもこれを成し遂げてみせる。私が死ぬまでに成

し遂げられなかったとしても、50年、100年、300

年を経て、この想いをつぐ人間が、子孫、人々の

ために成し遂げてくれるだろう。 

 

人類は 100年間エネルギーを奪い合うため何度

も戦争を繰り返してきた。今後は、再生可能な自

然の恵みで、誰からも奪い合うこと無くエネルギ

ーを作り、お互いがそれを分け合い助け合い、地

球も痛めず調和しながら生きていけたらいい。 

 

エネルギーのために戦争をするような愚かな事

は地球上から無くしたい。もちろん放射能も無く

したい。 

 

われわれは子供たち、孫たち、世界中の未来の

人たちに責任がある。一緒にがんばりましょう。 

 

○ 山地 憲治 

ビジョンメーカーとしての孫さんの面目躍如た

るところがあると思って話を聞いていた。私は挑

戦者は好きだ。 

 

アジアスーパーグリッドから思い出す事がある。

三洋電機で社長をした桑野さんがジェネシス計画

というのを発表された。世界中を超伝導の電力ネ

ットワークで結んで、いろんなところに太陽電池

を設置する事で、日照時間しか出ないという太陽

電池の弱点を克服しようというもの。その話を事

業家がとりあげたという感じがするので、まさに

進んでいくのだと思う。 

 

一つはやっぱりネットワーク化したからといっ

て自然変動制電源の全部を解決できるわけではな

い。電気は大量貯蔵が大変。水素は貯蔵できる。

ケベック州の大水力を水素に変えて欧州に持って

いこうというユーロケベック水素計画というのが

あった。もう一つはアルゼンチンのパタゴニアの

風力を水素に変えて日本に持ってこようという計

画がある。 

 

電気は簡単に輸送できるように思われているよ

うだが、大量に長距離輸送するには困った物理的

形態である。特に交流は、抵抗が全くゼロでも、

送れる電気の量に限りがあるからダメ。ABB社の

は常温の直流ですよね。長距離を考えると超伝導

直流になると思う。 

 

水素と直流を組み合わせるアイディアがある。

スーパーエナジーパイプラインというコンセプト。

普通の超伝導では無理だが、マグネシウムタイプ

だと超伝導になり、水素で冷却しつつ超電動ケー

ブルができる。こうした技術的な夢のところも使

っていくべきだろう。ビジョンを出して技術を利

用可能なものにして、実現していく必要がある。 

 

孫さんには、クールなチャレンジャーになって

導いてほしい。 

 

○ 孫 

物事をやるときには必ず問題点だらけ。ただ、

もしビジョンや夢を抱かなかったら、全く前に進

めなかった。ぜひアドバイスも大切に聞きながら、

しかし挑戦してみたい。 
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